
ỏ学校教育目標Ố 夢いだき 花を咲かそう 東由利の子

花を咲かそう東由利花を咲かそう東由利

２月１０日（月）に、スポーツ分野で今年度活躍な
さった本市出身のアスリートや指導者の皆さんを讃え
る表彰式が、アクアパルで行われました。
５年生の小野＊＊さんが秋田県大会（陸上競技：５

年１００ｍ）で第１位を獲得し、全国大会に出場した
功績が認められ出席しました。
受賞者数が昨年度よりも多かったということで、各

種目・各競技において
顕著な活躍が見られた
ようです。連覇は小野
さんにしかできないこ
とです。高い目標に向
け努力を積み重ねてい
ってほしいものです。

【堂々とした大きな返事、立派でした】 【湊市長、長沼議長の両氏よりご祝辞】

【６年生】 【５年生】 【４年生】 【３年生】 【２年生】 【１年生】

１月２０日（月）から週に約３回、長休みに「チームDEジャンプタイム」と称し、全校
児童が慣れ親しんでいる「３色の縦割り班」に分かれて縄跳び練習に取り組んできました。
２校時が終了して間もなく校内には「暴れん坊将軍」のテーマ曲が流れました。これが体
育館、ホール、廊下等の割り当てられた場所へ移動する合図。次に「マツケンサンバⅡ」
が流れ、曲が止まるまで練習を続けます。子どもたちもテンションアゲアゲ、１回でも多
く跳ぼうと頑張っていました。

昨日実施した「チームDEジャンプ集会」は、体育委員の子どもたちが司会・進行を務め
長休みも含めた２時間にわたって「色別対抗種目別チャレンジ（各自短縄）」「縦割り班対
抗８の字跳び（全員大縄）」「学年対抗８の字跳び（全員大縄）」という３つの競技に挑み
ました（縦割り班対抗８の字跳びは、今年度初めて実施した新種目でした）。
この集会を行う目的は、「体力や技術の向上」だけではありません。「縦割り班での活動

を通して全校児童が仲良くふれあうこと」、更には「自分や友達のよさに気付き、ともに
関わりながら伸びていくこと」という目的もあります。それらを見事に達成している姿を
子どもたちは見せてくれました。例えば、一人一人がエントリーした短縄での声援、縦割
り班や学年で行った大縄での声援など、チームという枠を越えて回数をみんなで数えてあ
げたり、競技終了後には一緒に盛り上がって喜んだり。そして、縄に引っかかり止まって
しまっても、誰も責めるようなことは一切しないフェアな精神。どの場面を切り取っても
素敵な光景が見られ、全員で達成感や充実感を味わうことができた実り多き集会でした。
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【エントリーした個人種目に挑戦！】 【縦割り班で高学年が８の字をリード】 【６年生：最後のチDEジに全集中】

６年生が全体をまとめあげ、運動会の時に素晴
【○下の写真】

らしい合奏を披露したシーンが思い出されます。
１～５年 新鼓笛隊今朝、その鼓笛隊の引き継ぎ式を行いました。

これまで先頭に立って導いてくれた６年生に代わ
って、今後は５年生がリードしていきます。６年
生に対する感謝と敬意を表するため、そして「安
心して任せられる」と感じてもらえるよう、精一

【○上の写真】

杯演奏している姿を届けました。 ６年生最後の演奏

＜来週の予定＞ 下校時刻をご確認ください
１７日（月） １８日（火） １９日（水） ２０日（木） ２１日（金）

行 事 ６年出前授業 上学年 読み聞かせ 職員会議 なかよし交流会
（５校時音楽） （図書委員） （４校時限） （１年生･年長児）

中･上学年 児童総会
ＳＢ① 14:55（１・２年） 14:55（１年のみ） 14:55（１・２年) 13:30（全校児童) 14:55（１～３年)
ＳＢ② 15:55（３年以上） 15:55（２年以上） 15:55（３年以上） 15:55（４年以上）
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２月１１日（月）にナイスアリーナを会
場に、全県小学生バドミントン大会が開催
されました。
５年生の高橋＊＊さんが圧倒的な強さで

１回戦を突破しましたが、惜しくも２回戦
で敗退。２年生の小野＊＊さんは、ライバ

ルに２セット目はリードする試合運びでしたが、惜しくも逆転され
敗退。いずれも強豪八郎潟チームの選手が二人の前に立ちはだかる
という結果でしたが、チャンスは確実にありました。追われる立場
より追う立場の方が有利、目指す目標があれば必ず道は拓けます。


